
芦屋市立潮見中学校 いじめ防止基本方針 

はじめに 

 本校では、生徒が人間として尊重され、自己の夢と希望の実現に向けて健やかに成長するために、

教育目標を、『自分を大切に「鍛錬（きびしさ）」、人を大切に「尊敬（思いやり）」、物を大切に「愛

情（やさしさ）」、街を大切に「感謝（よろこび）」』とし、教職員、保護者、地域が一体となって日々

の教育活動に取り組んでいる。 

 いじめの問題への対応は、学校を含め社会全体における重要な課題であり、「いじめはどの子ども

にもどの学校にも起こり得る」「いじめは決して許されない」との認識を持ち、それぞれの役割と責

任を自覚し、取り組まなければならない。本校では、保護者や地域、市教育委員会や関係機関等と適

切に連携を図り、学校全体でいじめの防止、また、いじめの問題への対応について、以下に示す基本

方針により取り組んでいく。 

 

１．いじめ防止等のための基本的な考え方 

（基本理念） 

芦屋市いじめ防止基本方針に基づき、いじめの防止等の対策に関する基本理念を次のとおりとする。 

〇いじめは全ての生徒に関係し、すべての学校で起こり得るものである。このことを十分に認識し

たうえで、すべての生徒が安心して学校生活を送り、様々な活動に取り組むことができるよう、

学校の内外を問わず、いじめが行われなくなるようにすることを旨として行わなければならない。 

〇いじめは人権侵害であり、人として決して許される行為ではない。また、いじめを受けた生徒の

心身に深刻な影響を及ぼす行為である。これらのことを生徒が十分に理解し、すべての生徒がい

じめを行わず、いじめを認識しながら放置することがないようにすることを旨として行われなけ

ればならない。 

〇いじめを受けた生徒の生命及び心身を保護することが特に重要であることを認識しつつ、市、学

校、家庭、地域その他の関係者の連携の下、いじめの問題を克服することを目指して行われなけ

ればならない。 

（いじめの定義） 

「いじめ」とは、生徒に対して、当該生徒が在籍する学校に在籍している等当該生徒と一定の

人的関係にある他の生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じているもの

をいう。個々の行為が「いじめ」にあたるか否かの判断は、表面的・形式的にすることなくいじめ

られた生徒の立場に立つことが必要である。 

  この際、いじめには多様な態様があることに鑑み、法の対象となるいじめに該当するか否かを

判断するにあたり、「心身の苦痛を感じているもの」との要件が限定して解釈されることのないよ

うに努めることが必要である。例えば、いじめられていても、本人がそれを否定する場合が多々

あることを踏まえ、当該生徒の表情や様子をきめ細かく観察することなどして確認する必要があ

る。また、生徒本人や周囲の状況等を客観的に把握しておくべきである。 

  なお、いじめの認知は、特定の教職員のみによることなく、いじめ対策委員会等を活用して行

う。 



 「一定の人的関係」とは、学校の内外を問わず、同じ学級や部活動の生徒や塾やスポーツクラブ等

当該生徒が関わっている仲間や集団（グループ）など当該生徒と何らかの人的関係を指す。 

  また、「物理的な影響」とは、身体的な影響のほか、金品をたかられたり、隠されたり、嫌なこ

とを無理矢理させられたりすることなどを意味する。けんかやふざけ合いであっても見えない所

で被害が発生している場合もあるため、背景にある事情の調査を行い、生徒の感じる被害性に着

目し、いじめに該当するか否かを判断するものとする。 

  例えば、インターネット上で悪口を書かれた生徒があり、生徒がそのことを知らずにいるよう

な場合など、行為の対象となる生徒本人が心身の苦痛を感じるに至っていないケースについても、

加害行為を行った生徒に対する指導等については、法の趣旨を踏まえ、適切な対応が必要となる。 

  具体的ないじめの態様には、以下のようなものがある。 

  ・冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 

  ・仲間はずれ、集団による無視をされる 

  ・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 

  ・ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 

  ・金品をたかられる 

  ・金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

  ・嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

  ・電子メールやソーシャルネットワーク上で行われる誹謗中傷   等 

  これらの「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認められるものや、生徒の生

命、身体又は財産に重大な被害が生じるようなものが含まれることもあり、教育的な配慮や被害

者の意向を配慮したうえで、早期に警察へ相談・通報するなど連携した対応を取ることが必要で

ある。 

（いじめの理解） 

  いじめは、どの子どもにも、どの学校でも、起こりうるものである。とりわけ、嫌がらせやいじ

わる等の「暴力を伴わないいじめ」は、多くの生徒が入れ替わりながら被害も加害も経験する。ま

た、「暴力を伴わないいじめ」であっても、何度も繰り返されたり多くの者から集中的に行われた

りすることで、「暴力を伴ういじめ」とともに、生命又は身体に重大な危険を生じさせうる。 

  加えて、いじめの被害・加害という二者関係だけでなく、学級や部活動等の所属集団の構造上

の問題（例えば、無秩序性や閉塞性）、「観衆」としてはやし立てたり面白がったりする存在や、周

辺で暗黙の了解を与えている「傍観者」の存在にも注意を払い、集団全体にいじめを許容しない

雰囲気が形成されるようにする。 

  いじめの指導にあたっては、いじめられた生徒の立場に立って、いじめに当たると判断した場

合にも、その全てが厳しい指導を要する場合であるとは限らない。例えば、軽い言葉で傷つけた

が、すぐに加害者が謝罪し教員の指導に寄らずして良好な関係を再び築くことができた場合等に

おいては、学校は、「いじめ」という言葉を使わず指導するなど、柔軟な対応による対処も可能で

ある。ただし、これらの場合であっても、法が定義するいじめに該当するため、事案をいじめ対策

委員会と情報共有することは必要となる。 

  いじめが社会問題化した昭和６０年代には、暴力行為を伴ういじめが顕在化した。しかし、近

年は、仲間外れや無視など心理的な苦痛を伴ういじめが増加しており、その被害は見えにくく、



いじめが長期間にわたり顕在化することもある。 

  特に、電子メールやソーシャルネットワーク上で行われる誹謗中傷などによるいじめについて

は、学校や家庭では、非常に見えにくく、時には、インターネット等の匿名性を悪用している意識

がかいま見えたり、発・受信元が非常に広範囲に及んだりする場合もあることを認識する必要が

ある。 

（学校及び職員の責務） 

  いじめが行われず、すべての生徒が安心して学習その他の活動に取り組むことができるように、

また、いじめを受けた生徒の生命及び心身を保護することが特に重要であることを認識しつつ、

保護者、その他関係者と連携を図りながら、学校全体でいじめの防止と早期発見に取り組むとと

もに、いじめが疑われる場合は、適切かつ迅速にこれに対処し、さらにその再発防止に努める。 

 

２いじめ防止のための指導体制・組織対応 

（１）基本的な指導体制 

①学校におけるいじめの防止 

ア いじめに対しては、毅然とした態度で対応し、生徒一人一人が安心して過ごせるよう、環

境整備に努め、組織的に取り組む。 

イ すべての生徒が「いじめは決して許されない」ことを理解し、生徒の豊かな情操や道徳心、

自分の存在と他人の存在を認め、お互いの人格を尊重し合える態度など心の通う人間関係

を構築する能力の素地を養うため、教育活動全体を通じた道徳教育及び体験活動の充実を

図る。 

ウ いじめはどの子どもにもどの学校にも起こり得ることを踏まえ、すべての生徒をいじめに

向かわせることなく、いじめを生まない土壌をつくるために学校、家庭、地域が一体とな

った継続的な取組を行うとともに、いじめ防止に資する生徒の自主的な活動等に対する支

援を行う。 

エ いじめ防止の重要性に関する理解を深めるための啓発、その他必要な措置として、道徳、

学級活動等の充実を図る。 

②いじめ早期発見のための処置 

ア いじめの調査等 

    いじめを早期に発見するため、在籍する生徒に対して調査及び状況把握を次の通り実施する。 

     ・生徒を対象に「学校生活アンケート」による調査を行う（学期ごと 年３回） 

     ・生活ノートの活用                 （日常的に実施） 

     ・教育相談を通じた生徒からの聞き取り調査      （日常的に実施） 

イ いじめの相談体制 

    生徒及び保護者がいじめに係る相談を行うことができるようスクールカウンセラーの活用 

などを図り、相談体制の整備を行う。 

ウ いじめ防止等のため、教職員の資質の向上 

    いじめの防止等のための対策に関するカウンセリングマインド研修等の研修を実施し、い 

じめ防止等に関する職員の資質向上を図る。 

 



エ インターネットを通じて行われるいじめに対する対策 

         生徒および保護者が、発信された情報の高度の流通性、発信者の匿名性、その他イン

ターネットを通じて送信される情報の特性を踏まえてインターネットを通じて行われ

るいじめを防止及び効果的に対処できるように、必要な啓発活動として外部講師を招

き、生徒及び保護者向けのインターネットや携帯電話の情報モラル研修等（年１回）

を行う。 

（２）いじめ防止等に関する措置 

①いじめ防止等の対策のための組織（いじめ対策委員会） 

   いじめ防止等に関する措置を実行的に行うため、管理職を含む複数の教職員、およびスクー 

ルカウンセラーで組織し、関係機関と連携する。 

〈構成員〉 

   校長、教頭、生徒指導主事、学年生徒指導担当（緊急時学年主任）、養護教諭、スクールカウ 

ンセラー 

〈活動〉 

   ア いじめの早期発見に関すること （アンケート、教育相談、生活ノート等） 

   イ いじめ防止に関すること （研修の企画及び実施等） 

   ウ いじめ事案への対応に関すること 

〈開催〉 

   週１回を定例会とし、いじめの認知及びいじめの疑いに関する情報を把握した時は、緊急に 

開催する。 

②いじめを認知及びいじめの疑いに関する情報を把握した際の組織的対応 

    いじめを認知及びいじめの疑いに関する情報を把握した場合は、情報の収集と記録、情報の 

共有（職員全員）、いじめの事実確認を行い、迅速にいじめの解決に向けた組織的対応を図る。

別 紙 

③いじめの解消 

  いじめが解消している状態とは少なくとも次の２つの条件を満たしていることである。 

ア いじめに係る行為が止んでいる状態が相当の期間、継続していること。この相当の期間

とは、少なくとも 3ヵ月を目安とする。ただし、被害の重大性等からさらに長期の期間

が必要であると判断される場合は、いじめ対策委員会の判断により、より長期の期間を

設定する。 

イ 被害生徒がいじめの行為による心身の苦痛を感じていないこと。また、被害生徒及び保

護者に対し、心身の苦痛を感じていないかどうかを面談等により確認する。 

（３）重大事態への対応 

    重大事態とは「いじめにより生徒の生命、心身または財産に重大な被害が生じた疑いがあ

る」または「いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い

がある」場合である。校長が重大事態と判断した場合、直ちに教育委員会に報告するととも

に、校長がリーダーシップを発揮し、学校が主体となって、いじめ対策委員会に専門的知識

及び経験を有する外部の専門家を加えた組織で調査し、事態の解決にあたる。 

 



（４）その他の事項 

   本校は、保護者や地域から信頼される学校をめざし、これまでも情報発信に努めてきた。い

じめ防止等についても、地域と共に取り組み学校のホームページなどで公開するとともに、学

校評議員会や懇談会等を通じて、保護者や地域に情報発信を行う。 

   また、いじめ防止等に係る学校の基本方針等が実情に即して効果的に機能しているかどうか

について、「いじめ対策委員会」を中心に点検し、必要に応じて見直しを行う。学校の基本方

針の見直しに際し、学校全体でいじめの防止等について生徒の主体的かつ積極的な参加を確保

し、また、保護者、地域等からの意見を積極的に聴取するよう留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議

報告・説明

連携・情報交換

相談・連携 報告 報告

報告

誹謗中傷・攻撃

発見・注意

事実確認
相談

訴え
事実確認

相談

訴え

加害者
いじめ・からかい・暴力等

被害者他生徒・教師・保護者等 傍観者

担任・学年・部活動顧問・養護教諭

懇談、アンケート等

積極的把握

【関係機関】

・警察

・こども家庭総合支援担当課

・家庭児童相談員

・芦屋市カウンセリングルー

ム

・西宮少年サポートセンター

・青少年愛護センター

生徒指導主任 校長・教頭 市教委

【いじめ対策委員会】

その他状況に応じて

学年主任・学級担任・学年教師

部活動顧問・その他関係教師

特別支援コーディネーター

市教委・ＳＳＷ・警察

【家庭訪問】

被害者宅

加害者宅

保護者説明会

職員会議

職員研修会

マニュアル見直し

傍観者への

対応

保護者への

対応

マスコミへの

対応

・学級担任

・学年主任

・学年教師

・養護教諭

・部活動顧問

・ＳＣ

・SSW

・学級担任

・学年主任

・学年教師

・養護教諭

・部活動顧問

・ＳＣ

・SSW

・学級担任

・学年主任

・学年教師

・養護教諭

・部活動顧問

・ＳＣ

・学級担任

・学年主任

・学年教師

・養護教諭

・部活動顧問

・校長

・教頭

・市教委

再発防止・未然防止

生徒指導部会

特別支援部会

道徳人権部会

継続的指導

【組織図】

校長・教頭・生徒指導主任

生徒指導担当・養護教諭・ＳＣ

校内指導体制及び関係機関

いじめ問題は、校長のリーダーシップのもとに「いじめは決して許されない」「いじめを根絶する」という強い意思をもって取り組む。また、教師

一人ひとりが、いじめ問題をひとりで抱え込むことなく、学校全体で組織として取り組まなければならない。そのためには早期発見にとどまらず、

未然防止に向けた取り組みを進めていく必要がある。その中心となるのが「いじめ対策委員会」である。

いじめ対策委員会

○校長、教頭及び生徒指導主任を中心に学年生徒指導担当、養護教諭、ＳＣで編成する。

※事案の状況に応じて、関係教師、市教委・ＳＳＷ・警察などを入れメンバーは適宜編成する。

温かい学級経営や教育活動を学校全体で展開していくためには、教師の共通理解が不可欠であり、互いに学級経営や授業、生徒指導につ

いて、尋ねたり、相談したり、気軽に話ができる職場の雰囲気が大切である。そのために、校内組織が有効に機能し、様々な問題に対応でき

る体制を構築するとともに、生徒と向き合う時間を確保し、教師が心を通い合わせる学校づくりを推進する

加害者への

対応

被害者への

対応

別紙



 

 

 

 

 

 

・SC 

職員会議 未然防止に向けた取り組み 早期発見に向けた取り組み

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

２．年間指導計画

・自分を大切に 「鍛錬」（きびしさ）

・人を大切に 「尊敬」（おもいやり）

・ものを大切に 「愛情」（やさしさ）
・街を大切に 「感謝」（よろこび）

学校教育

目標

いじめ対策委員会

・校長、教頭及び生徒指導主任を中心に生徒指導担当、養護教諭、ＳＣで編成する。

※事案の状況に応じて、関係教師、市教委・ＳＳＷ・警察などを入れメンバーは適宜編成する。

事
案
発
生
時
、
緊
急
対
応
会
議
の
適
時
開
催
（
通
年
）

いじめ対策委員会

・指導方針の確認

・一学期計画作成

職員会議 ※１

学校生活アンケート ※２

学校生活アンケート

学校生活アンケート

職員会議

職員会議

いじめ対策委員会

・情報共有

いじめ対策委員会

・情報共有

いじめ対策委員会

・情報共有

いじめ対策委員会

・本年度のまとめ

・次年度の指導方針改善
次年度の指導計画修正

いじめ対策委員会

・情報共有

・二学期計画作成

いじめ対策委員会

・情報共有

・三学期計画作成

カウンセリングマインド研修

※５

二者懇談・個人状況把握

※３

人
間
関
係
づ
く
り

学
級
・
学
年
づ
く
り

※
８

人
間
関
係
づ
く
り

学
級
・
学
年
づ
く
り

次年度に向けた学級づくり

三者懇談

個人状況把握

二者懇談・個人状況把握

二者懇談・個人状況把握

家庭訪問

三者懇談

個人状況把握

未然防止・早期発見に向けて

１．すべての教師が、いじめ問題の重

要性を認識する。
２．いじめ対策委員会を中心に、定期

的に未然防止に向けた取り組みを

行う。

３．各生徒の様子を学年会議等で情報

交換を行い、具体的な指導の留意

点について職員会議や、職員研修

会で取り上げて共通理解を図る。
４．各担任や部活動顧問が、いじめの

問題を一人で抱え込むことなく、

報告・連絡・相談を確実に行い、

学校全体で組織的に対応する。

危機管理の心得「さしすせそ」

さ：最悪を想定する

し：慎重に対処する
す：素早く対処する

せ：誠意を持って対処する

そ：組織全体で対処する

※１ 職員会議

いじめ防止基本方針を確認し、指導方針や指導

計画を提示し、全教師で共通理解を図る。

※２ 学校生活アンケート

各学期の中頃に生徒の状況把握と同時にいじ

めの実態把握のアンケートを実施する。

※３ 懇談／三者懇談／個人状況把握

各学期で懇談を実施し、生活状況把握するとと

もに、学級内の生徒状況把握し、いじめが起こっ

ていないかどうかを確認する。

※４ 情報教育講習会

ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）等

の情報ネットワークにまつわるトラブル等につい

て生徒と保護者対象に講演を実施し、情報セ

キュリティとスマートフォン等の使い方について

の注意を喚起する。

※５ カウンセリングマインド研修

ＳＣを講師に招きロールプレイ等、研修の実施
の仕方を工夫するなど効果的な研修を実施する。

※６ 道徳人権教育研修

人権の問題として、いじめ、ネットいじめ等につ

いての研修会を実施する。

※７ 生活ノート

学級担任は生徒と生活ノートと通じていじめ

実態把握を調査するとともに、生活状況把握や、

学級内の生徒状況把握し、いじめの未然防止、
早期発見に努める。

※８ 人間関係づくり／学級学年づくり

１、２学期を通して学級や学年の人間関係づくり

について学活や道徳、総合等で学習するととも

に、他者への理解を深め、思いやりの心を育て

る。

情報教育研修 ※４

道徳人権教育研修 ※６

生
活
ノ
ー
ト
（
通
年
）

※
７

本校の目指す

学校像

(１)確かな学力を育む学校

(２)明るく活気があり、笑顔あふれる学校

(３)すべての生徒が安心して過ごせる居場所のある学校
(４)地域に根ざし、家庭や地域から信頼され、

安心して生徒を任せられる魅力ある学校

本校の目指す

生徒像

(１)主体的に学習に取り組もうとする意欲あふれる生徒

(２)生命や人権を尊重し、互いを認め合い、

思いやりのある生徒
(３)夢や目標に向かってチャレンジする生徒

本校の目指す

教師像

(１)教育に対する熱意と使命感をもち、わかりやすい授業

で生徒に確かな学力をつけることができる教師

(２)学校経営への参画意識を持ち、組織人としての
責任感・協調性を有し、互いに高め合う教師

(３)生徒理科に努め、共感的な態度で指導し、

生徒一人一人を大切にする教師

(４)高い倫理観と人権意識を持ち、コンプライアンスの

徹底を常に心がける教師

個人状況把握


